
人文情報学（DH）の可能性

大学共同利用機関法人

人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館

後藤 真

1

資料２‐４
科学技術・学術審議会 学術分科会

人文学・社会科学特別委員会（第７回）

令和３年６月２８日



現状把握 データの蓄積

• 人文資料についてのデータ蓄積は

比較的進捗がある

→「デジタルアーカイブ」

• 一方、研究（プロセス）データに

ついては進展があまりない

• DH研究もまさに「これから」

国文研・日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
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人文情報学への試みの例（大型機関）

1. 国文学研究資料館・新日本古典籍総合データベース
2. 情報システム研究機構・ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用

センター
3. 東京大学史料編纂所・データベース群
4. SAT（大正新脩大蔵経データベース）
5. 国立歴史民俗博物館 khirin
6. 「みんなで翻刻」
7. 国立国語研究所・一連のコーパスセット
8. HNG（漢字字体規範史データセット）およびCHISE（京都大学）
9. 立命館大学・アートリサーチセンター
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日本文学を中心とした「典籍」とよばれる
歴史的書籍の総合デジタルネットワーク

大規模学術フロンティア事業

CODHへの展開によるデータ解析へも

異分野融合事例としては日本で見えた
オーロラ（赤気）の分析例など



後継事業
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データ集積からデータ駆動へ

NIJL-NWプロジェクト：30万点の古典籍全冊

デジタル画像配信（オープンデータ）

欧米と並び、連携するデータインフラ

データの構造化
データ駆動で異分野・海外と共創

計画名：データ駆動による課題解決型人文学の創成

次のステップへ異分野融合で

データ
駆 動

【計画の概要】

1000年にわたる日本の記憶と経験を世界に開く
気候変動･地球環境史の記録、危機社会再生の経験、
異文化接触･多文化共生の記憶、心の問題対処の歴史…

50年におよぶ古典籍の書誌情報＆
所在情報収集から情報基盤を構築

国文研の

ミッション 6



分散型データ集積・運用に
基づく人文学研究から

さまざまな形で得られたデータをもとに
活用可能なモデルを見出す

「データ駆動型」の科学へ

データ駆動型から
新分野の創成へ〈挑戦〉

典籍人類学
典籍防災学

文献観光資源学

【計画の学術的意義】

データ利活用を通して異分野と協働し得る学問

《課題解決型の人文学研究》へ国際展開 7



<div type="条" n="24.26" ana="主計上" >

<head ana="下総国"/>

<p>

<placeName xml:id=”下総国”>下総国
</placeName>〈行程、上卅日、下十五日、〉
調 、 <measure xml:id=” 調 _ 下 総 ”

commodity=”絁” quantity=”200” unit=”

疋”>絁二百疋</measure>、紺布六十端、
縹布卌端、黄布卅端、自余輸布、 庸、輸布、
中男作物、麻四百斤、紙、熟麻、紅花、

</p>

<hfr:listTransaction>

<hfr:transaction>

<hfr:transfer fra=”#下総国” til=”#朝廷”>

<measure sameAs=”#調_下総”/>

</hfr:transfer>

</hfr:transaction>

</hfr:listTransaction>

</div>

人間文化研究機構で進める「古代の百科全書・延喜
式」のデータ構築例
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画像データ（IIIF）

資料画像を含む複数画像
をもとにテキスト構築
（TEI）
• 原文
• 現代語訳
• 英訳

テキストを「読む」こと
による人文学的成果

データからのVisualization

Table for Checking the Accounts Balances

Tables for Checking the Original Contexts

ここからさらなる研究へ（あくまでも可能性の例）

・古代における食料分析→環境変動
・古代国家の経済構造解明
・合金技術分析
・レシピ？



DH研究のあり方とは何か（私見）

• 単に一つ一つの資料を読むことに加えて、新たな可能性を開く
– Visualization, テキスト計量解析, データの組み合わせ, 研究プロセス可視化など

• 最後の本質を全て変える必要もない →DHは人文学
→人間が人間のことを考え、人間社会をよくするという人文学の行為は変えようが

ない

• 一方で、デジタルデータ化の新たな流れへと対応することで、より広

がりがある研究（総合知への貢献）や、研究速度の向上へも期待
シーズを活かしつつ、研究ニーズに合わせた展開を
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DH研究の推進のために必要なポイント

プラットフォーム・高度化

• 適正で安定的なプラットフォーム

– オープンサイエンスのために

• 相互運用性

– 共通フォーマットの利用・東ア

ジアからの提案

• 高度な情報学的アウトプット

– 分析技術の高度化

人文学の課題解決として

• 研究に基づく信頼できるデータ
– 人文研究にもとづくデータ構築
→元データが誤りだと結果も誤
り

• 適切な分析技法
– 情報学と人文学の適切なコラボ
レーション

• データ人文学的課題解決研究
– データ構築も含めた分野と国を
超えた人文研究アウトプット
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パッケージとしての
推進が必要


